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ご
挨
拶 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

旧
年
中
は
皆
様
よ
り
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
厚
誼
を

賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
多
大

な
る
協
力
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
の
見
通
し
は
立
ち
ま
せ
ん
が
、
引
き
続

き
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
紫
蘭
会
に
も
新
し
い

風
が
起
こ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
た

病
院
の
形
を
目
指
し
た
い
と
始
ま
っ
た
「
ひ
か
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
あ
る
『
病
院
発
・
み
ん
な

の
畑
「
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
」
で
地
域
を
元
気
に
し

た
い
！
』
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
高
岡
市
ふ
る

さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
を

活
用
し
、
高
岡
市
内
に
お
け
る
若
者
の
定
着
や
移
住

定
住
の
促
進
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
課
題
の
解
決
や

地
域
活
性
化
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
集
め

（
寄
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
に
支
援
を

頂
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
高
岡
市
長
か
ら
も
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
は
、
３
２
４

万
９
千
円
も
の
支
援
金
が
集
ま
っ
た
と
聞
い
て
、
驚

い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ

て
、
今
年
は
療
養
病
棟
の
１
病
棟
を
改
装
し
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設
し
ま
す
。
北

陸
初
の
最
新
リ
ハ
ビ
リ
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
、
嚥

下
訓
練
・
評
価
や
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
治
療
や
、
装
具
療
法

な
ど
多
方
面
に
実
績
の
あ
る
２
名
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門 

医
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
、
７
人
の
常
勤
医
が
重
症

者
、
認
知
症
、
急
な
合
併
症
に
も
対
応
で
き
る
の
が 
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強
み
で
す
。
さ
ら
に
地
域
住
民
も
参
加
し
て

い
る
農
・
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
の
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ッ
プ
や
音
楽
療
法
、
臨
床
美
術
な
ど
の
癒

し
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
患
者
さ
ん
も

家
族
も
職
員
も
地
域
の
人
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
を
も
つ
病
院
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
週
末
に
は
、
テ
ニ
ス
に
出

掛
け
、
３
強
と
１
弱
（
私
）
で
ダ
ブ
ル
ス
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
と
付
き

合
っ
て
く
れ
る
テ
ニ
ス
仲
間
に
感
謝
＆
感
謝

で
す
。
ま
た
、
雪
が
降
る
と
ス
キ
ー
の
気
分

に
な
り
ま
す
。
リ
フ
ト
待
ち
の
無
い
「
た
い

ら
ス
キ
ー
場
」
に
晴
れ
た
日
し
か
行
き
ま
せ

ん
し
自
己
流
で
ス
ピ
ー
ド
も
出
せ
な
い
で
す

が
、
風
を
切
る
感
覚
が
心
地
よ
く
、
雪
山
を

見
る
と
爽
快
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
運
動
は
、
体

だ
け
で
な
く
精
神
面
の
健
康
に
も
効
果
が
大

き
い
で
す
。
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
本
年

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 

１ 

 

今年の干支は、 

「癸卯（みずのとう）」 

 

 

干
支
と
聞
く
と
、
子
（
ね
）
丑

（
う
し
）
寅
（
と
ら
）
な
ど
の

十
二
支
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。 

本
来
、
十
二
支
は
、
十
干
（
じ

っ
か
ん
）
と
い
う
「
陰
・
陽
」

と
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」

と
い
う
自
然
の
五
元
素
を
表
し

た
も
の
と
十
二
支
「
１
２
種

類
」
の
動
物
を 

組
み
合
わ
せ
た 

も
の
で
６
０
通
り 

あ
り
ま
す
。 

今
年
は
ど
ん
な 

一
年
に
な
る
で
し
ょ
う
？ 

癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）
と
は
？ 

 

癸
の
意
味
っ
て
何
？ 

 

卯
の
意
味
と
は
？ 

 

癸
卯
は
、
十
干
の
１
０
番
目
に
あ
た
る
癸

（
み
ず
の
と
）
と
、
十
二
支
４
番
目
に 

あ
た
る
卯
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
十
干
十
二

支
で
は
４
０
番
目
に 

あ
た
る
組
み
合
わ
せ 

陰
陽
五
行
説
で
は
、 

癸
が
水
の
陰
の
エ
ネ
ル 

ギ
ー
を
表
し
、
卯
が 

木
の
陰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

を
表
し
ま
す
。 

 

「
癸
」
は
雨
や
露
、
霧
な
ど
、
静
か
で

温
か
い
大
地
を
潤
す
恵
み
の
水
を
表
し

ま
す
。
生
命
の
終
わ
り
を
意
味
し
、
次

の
新
た
な
生
命
が
成
長
し
始
め
て
い
る

状
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

「
癸
」
と
「
卯
」
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が

実
を
結
び
、
勢
い
よ
く
成
長
し
飛
躍
す
る
よ
う
な
年
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
と
っ
て
、
こ
の
一
年
が
ピ

ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
卯
（
う
）
ま
く
行
く
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

２
０
２
３
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
？ 

 

 

 

 

「
卯
」
は
穏
や
か
な
う
さ
ぎ
の 

様
子
か
ら
安
全
、
温
和
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
う
さ
ぎ
の
よ
う
に
跳
ね
上
が
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、 

卯
年
は
何
か
を
開
始
す
る
の
に
縁
起
が
よ
く
、
希
望
が
あ
ふ
れ
、

景
気
回
復
、
好
転
す
る
よ
い
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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２ 

教
え
て
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
話 

Ｑ 

リ
ハ
ビ
リ
科
専
門
医
っ
て
何
で
す
か
？ 

Ａ 

専
門
医
は
、
日
本
専
門
医
機
構
が
認
定
す
る
制
度

で
、
基
本
領
域
の
１
９
領
域
に
は
、
「
内
科
」
「
外
科
」

「
小
児
科
」
な
ど
と
並
ん
で
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
」
が
あ
り
ま
す
。
２
年
間
の
研
修
期
間
を
終
え
た
後

に
、
リ
ハ
ビ
リ
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
っ
て
３
年

間
研
修
し
、
専
門
医
試
験
に
合
格
す
る
と
認
定
さ
れ
ま

す
。
新
藤
恵
一
郎
、
新
藤
悠
子
は
、
リ
ハ
ビ
リ
科
専
門

医
・
指
導
医
で
、
光
ヶ
丘
病
院
は
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
、
富
山
大
学
を
基
幹
病
院
と
す
る
、
「
富
山
県
リ
ハ
ビ

リ
科
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
連
携
病
院
と
し
て
参
加

し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
浅
野
晴
香
先
生
が
当
法
人
で
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
に
は
２
８
２
４
名
の

リ
ハ
ビ
リ
科
専
門
医
が
い
ま
す
が
、
富
山
県
に
は
１
６
名

し
か
い
な
い
の
で
、
医
師
を
育
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

Ｑ 

リ
ハ
ビ
リ
科
専
門
医
は
、
何
を
診
る
の
で
す
か
？ 

今
年
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ 

ョ
ン
病
棟
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
新
藤 

恵
一
郎
先
生
、
悠
子
先
生
は
、
富
山 

県
で
も
数
少
な
い
「
リ
ハ
ビ
リ
科
専 

門
医
」。
こ
の
機
会
に
新
藤
恵
一
郎 

先
生
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

障
害
）
。
運
動
ま
ひ
の
た
め
に
歩
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
で
、
運
動
ま
ひ
が
完

治
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
現
在
の
医
学
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
運
動
ま
ひ
は
残
っ
た
と
し

て
も
、
足
に
つ
け
る
装
具
や
杖
を
使
っ
た
歩
行
訓
練

を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
筋
肉
の
つ
っ
ぱ
り
（
痙

縮
）
に
対
す
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
を
検
討
し
ま
す
。 

 

Ｑ 

ど
う
し
て
リ
ハ
ビ
リ
科
専
門
医
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
？ 

 

Ｑ 

リ
ハ
ビ
リ
科
専
門
医
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

経
験
が
あ
り
ま
す
か
？ 

  

 

 

       （装具） 

（ボツリヌス療法） 

Ａ 

３
歳
、
４
歳
の
時
に
、
大
腿
骨
の
骨
折
を
し
ま

し
た
。
１
ヶ
月
間
入
院
し
、
さ
ら
に
１
ヶ
月
間
ギ
プ

ス
固
定
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
固
く
な
っ
た
関
節

を
動
か
す
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ま
し
た
が
、
大
変
痛
か

っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
の
弟
が
理
学

療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）
を
志
し
た
こ
と
、
母
校
の
慶
應
義

塾
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
講
座
が
あ
っ

た
こ
と
も
影
響
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ 

光
ヶ
丘
病
院
で
の
役
割
は
何
で
す
か
？ 

 

Ａ 

大
き
く
分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
自
宅

や
施
設
か
ら
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
で
入
院
し
た
患
者
さ
ん

に
対
し
て
、
主
治
医
と
連
携
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
口
か
ら
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
嚥
下
造
影
や
嚥
下
内
視
鏡
検
査
を
年
間

３
０
０
件
ほ
ど
実
施
し
、
摂
食
嚥
下
支
援
チ
ー
ム
を
担
っ

て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、
大
腿
骨
骨
折
の
手
術
後
や
脳
卒

中
後
な
ど
、
リ
ハ
ビ
リ
目
的
の
入
院
患
者
さ
ん
の
主
治
医

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
役
割
は
、
今
後
開
設
す
る
「
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
で
の
役
割
と
同
じ
で

す
。
歩
行
や
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
、
多
職
種
で
計
画
を
立
て
、
目
標
を
設
定
し
、
退
院
時

期
を
見
極
め
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
で
あ
る
ほ
ど
、
内
科

や
整
形
外
科
の
病
気
の
管
理
や
、
認
知
症
へ
の
対
応
も
重

要
と
な
り
ま
す
。
体
調
が
急
に
悪
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

専
門
家
に
相
談
す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
光
ヶ
丘
病
院
に

は
、
内
科
・
外
科
専
門
医
が
在
籍
し
て
お
り
、
整
形
外

科
・
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
・
眼
科
・
脳
神
経
内
科
・
訪
問

歯
科
が
非
常
勤
で
診
療
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
変
心
強
い

で
す
。
３
つ
目
は
、
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
の
認
定
が
あ
れ
ば
、
「
通
所
リ
ハ
ビ

リ
」
や
「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
」
で
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
で
き
ま

す
。
当
法
人
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
リ
ハ

ビ
リ
科
専
門
医
が
か
か
わ
り
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
」
を
通
じ
て
、
自
宅
等
で
の
状
態
を

確
認
し
、
今
後
の
目
標
を
相
談
し
て
い
き
ま
す
。
介
護
保

険
の
認
定
が
無
い
場
合
は
、
病
院
で
の
通
院
リ
ハ
ビ
リ
で 

相
談
し 

て
い
き 

ま
す
。 

  

 

Ａ 

リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
と
な
る
疾
患
は
幅
広
く
、
脳
卒
中

や
整
形
外
科
、
心
臓
、
呼
吸
、
が
ん
、
難
病
、
子
供
の
発

達
障
害
な
ど
、
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
以
上
ま
で
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
時
期
の
点
か
ら
は
、

集
中
治
療
室
の
段
階
か
ら
訓
練
を
行
う
よ
う
に
も
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
科
は
、
病
気
に
よ
っ
て
生
じ
て

く
る
「
障
が
い
」
や
「
活
動
（
日
常
生
活
動
作
）
」
を
診

る
専
門
家
で
す
。
た
と
え
ば
、
脳
卒
中
に
よ
っ
て
、
半
身

ま
ひ
（
片
麻
痺
）
や
飲
み
込
み
に
く
く
な
り
ま
す
（
嚥
下 

Ａ 

医
師
と
な
っ
て
２
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

い
ま
ま
で
、
３
つ
の
急
性
期
病
院
、
６
つ
の
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
脳
卒
中
に
よ
る
上
肢
運
動
ま
ひ
の

機
能
回
復
に
か
か
わ
る
研
究
で
医
学
博
士
を
と
り

ま
し
た
。
２
年
間
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
機
能
的
Ｍ
Ｒ

Ⅰ
を
用
い
た
脳
科
学
の
研
究
を
し
ま
し
た
。 

 

 

 

（リハビリテーション 

マネジメント会議） 
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３ 

 

研
修
期
間
中
に
は
、
学
生
さ
ん
に
よ
る
音
楽
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

紫
蘭
会
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
准

教
授 
藤
井
進
也
先
生
の
研
究
室
と
「
音
楽
と
神
経

科
学
」
や
「
音
楽
を
用
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
２
２
年
９
月
、
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
さ
ん
計

１
２
名
が
デ
イ
ケ
ア
光
ヶ
丘
を
３
回
に
分
け
て
来
設

し
、
研
究
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

音
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催 

〜
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
さ
ん
が 

研
究
実
習
に
や
っ
て
来
た
。 

 

 

 

 

９
月
２
９
日
、
院
内
で
、
音
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
藤
悠
子
先
生
か
ら
、
当
法
人
で
の
音

楽
療
法
の
取
り
組
み
の
紹
介
の
後
、
藤
井
進
也
先
生
の

特
別
講
演
、
そ
の
後
ジ
ャ
ン
ベ
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

音
楽
の
力 

音
楽
と
脳
・健
康
を
考
え
る
。 

 

藤
井
進
也
先
生
は
、
『
音
と
記
憶
〜
認
知
症
と
の

関
連
』
『
音
楽
と
リ
ズ
ム
』
、
『
運
動
と
音
楽
の
可
能

性
』
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
に
は
、
自
伝

的
記
憶
（
自
分
が
体
験
し
た
出
来
事
や
自
分
自
身
に

対
す
る
記
憶
）
を
引
き
出
す
記
憶
の
増
強
剤
と
し
て

の
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
音
と
光
と
い
う
要

素
を
使
っ
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

音
楽
療
法
と
し
て
も
、
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
で
取
り
入
れ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ベ

（
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
）
。
こ
の
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル

は
、
参
加
者
が
輪
に
な
っ
て
、
ガ
イ
ド
役
で
リ
ー
ド

す
る
役
割
の
人
の
動
き
を
ま
ね
て
、
打
楽
器
や
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
即
興
的
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
作

り
上
げ
る
も
の
。
藤
井
先
生
が
、
ご
講
演
の
中
で
話

さ
れ
て
い
た
「
声
ま
ね
仮
説
」
に
よ
る
と
、
音
の
情

報
や
拍
子
と
い
う
リ
ズ
ム
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
つ

け
て
、
そ
の
音
の
情
報
を
運
動
に
結
び
付
け
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
と 

い
う
脳
の
回
路
は
、
言
葉 

を
学
ぶ
と
き
の
回
路
と 

非
常
に
密
接
に
関
わ
っ
て 

い
る
の
で
例
え
ば
、
施
設 

で
失
語
症
の
患
者
さ
ん
に 

音
楽
を
使
う
の
は
、
改
善 

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は 

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い 

ま
す
。
ま
た
、
生
後
３
〜
４ 

か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
太
鼓
の
音
（
ド
ラ
ム
の
音
） 

に
聞
か
せ
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
誰
も
教
え
て
な

く
て
も
、
生
ま
れ
て
根
本
的
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る

神
経
回
路
が
出
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
脳

機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
の
「
利
他 

音
楽
療
法
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
松
井
千
代
子
先

生
が
、
輪
の
中
に
入
り
、
ガ
イ
ド
役
に
な
っ
て
リ
ー
ド
し

て
い
き
ま
す
。
藤
井
先
生
も
ド
ラ
ム
で
参
加
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
楽
器
を
持
っ
て
ガ
イ
ド 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
手
や
体
の
動
き
に
合
わ
せ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ラ
ム
を
叩
き
、
音
を
重
ね 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
い
き
ま
す
。
一
体
感
と
爽

う 
 

 

 

を 行
動
」
が
今
、
科
学
的
に
も
注

目
さ
れ
て
お
り
、
相
手
の
事
を

自
分
の
身
に
な
っ
て
考
え
ら
れ

る
か
、
相
手
に
起
き
て
い
る
こ

と
と
自
分
に
起
き
て
い
る
こ
と

の
境
目
が
な
く
な
る
よ
う
な
経

験
を
す
る
と
起
き
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
て
、
リ
ズ
ム
を
合
わ

せ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

    

 

 

 

 

 

ジ
ャ
ン
ベ
（ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
）を
体
験
す
る 

 

快
感
が
生
ま
れ
、
徐
々
に
心
が
開
放
さ
れ
て
行
き
ま
す
。

音
と
リ
ズ
ム
と
運
動
の
要
素
が
重
な
る
こ
と
で
、
脳
が
活

性
化
し
て
い
く
と
い
う
、
音
楽
の
力
を
体
感
出
来
ま
し

た
。
「
音
楽
と
は
、
我
々
の
祖
先
が
生
み
出
し
た
偉
大
な
る

知
恵
。
科
学
的
に
は
未
知
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
科
学
的
に

明
ら
か
に
し
て
い
く
」
と
い
う
藤
井
先
生
の
言
葉
を
、
思

い
出
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
域
の
方
も
参
加
で
き
る
よ

う
な
音
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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高
岡
市
ふ
る
さ
と
納
税
型 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦 

４ 

 

な
ぜ
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
型 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を 

し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？ 

 

 

 

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

 

新
藤
悠
子
先
生
に
聞
き
ま
し
た
。 

一
番
に
、
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
、 

法
人
が
現
在
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
今

後
の
事
業
を
地
元
高
岡
か
ら
全
国
ま
で
、
多
く
の
皆
様
に
知
っ

て
も
ら
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
病
院

が
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
？
」
と
思
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
誰
で
も
そ
の

夢
や
思
い
を
発
信
し
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
対
し

て
共
感
さ
れ
、
愛
の
応
援
を
い
た
だ
く
と
、
そ
の
応
援
を
糧
に

夢
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
感
謝
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
、
未
来
の
信
頼
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
利
用
す
る
の
で
、
気
軽
に
支
援
し
や
す

く
、
応
援
し
て
も
ら
い
や
す
い
か
ら
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま
し

た
。
た
だ
、
支
援
を
し
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
リ
タ
ー
ン

品
（
返
礼
品
）
を
、
高
岡
の
特
産
品
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
街

歩
き
な
ど
に
す
る
こ
と
で
も
、
皆
さ
ん
に
高
岡
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
、
高
岡
を
元
気
に
す
る
こ
と

に
も
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。 

６
日
に
市
の
審
査
会
で
発
表
後
、
１
０
月
１

４
日
に
採
択
の
報
告
を
受
け
、
１
１
月
２
日

市
長
記
者
会
見
で
、
公
開
許
可
と
な
り
ま
し

た
。（
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。） 

   

慣
れ
な
い
サ
イ
ト
作
成
と
返
礼
品
集
め
は

少
し
苦
労
し
ま
し
た
。
返
礼
品
は
、
高
岡
で

加
工
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
高
岡
市
の

方
に
も
選
ん
で
い
た
だ
け
る
様
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
は
今
ま
で
に
販
売
さ
れ
て
い
な
い

も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
な
ど
、
な
か
な
か

ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
で
す
が
、
支
援
し
て

下
さ
る
皆
様
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
選
ぶ
の 

 

 

い
よ
い
よ
、 

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の 

ス
タ
ー
ト
の
日
、
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？ 

お
か
げ
様
で
、
１
１
月
１
８
日
、
初
日

で
、
目
標
金
額
８
０
万
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
早
く
達
成
で

き
る
と
は
予
想
し
て
お
ら
ず
、
皆
様
の
愛

の
応
援
に
感
無
量
で
し
た
。 

 

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
、
ど
の
よ
う
に 

進
め
て
行
っ
た
の
で
す
か
？ 

今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
高
岡
市
の
企
画
課
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。
あ
ま
り
時
間
の
な
い
中
、
急
ピ
ッ
チ

で
書
類
を
ま
と
め
、
９
月
３
０
日
ま
で
に
提
出
し
、
１
０
月 

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？ 

は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
期
間
中

３
８
日
間
、
毎
日
、
活
動
報
告
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
で

発
信
し
、
地
元
高
岡
か
ら
全
国
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
声
を
か
け
、
院
内
で
何

度
も
説
明
会
を
開
く
な
ど
、
ま
る
で
選
挙

活
動
の
よ
う
な
毎
日
で
し
た
（
笑
）
。
お
付

き
合
い
下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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５ 

 

目
標
達
成
！
感
謝 

ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー
ル
に
挑
戦
へ
。 

 

１
１
月
１
８
日
、
初
日
に
し
て
、
目
標
金
額
８
０
万
を
達
成
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
支

援
を
し
っ
か
り
と
形
に
し
て
、
さ
ら
に
、
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
の
更

な
る
拡
張
・
充
実
を
目
指
し
、
病
院
発
・
地
域
に
開
い
た
み
ん
な
の

畑
と
し
て
、
農
を
通
じ
て
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
居
心

地
の
良
い
場
所
を
目
指
し
て
、
「
ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー
ル
」
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
の
フ
ァ
ー
ム
で
の
時
間
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
で
使
え
る
「
ガ
ー
デ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
の
設
置
が
出
来
た
ら

と
考
え
、
紫
蘭
会
マ
ー
ク
の
、
３
つ
の
ハ
ー
ト
（
患
者
さ
ん
・
職

員
・
地
域
住
民
を
表
す
）
に
因
ん
で
、
３
つ
の
ハ
ー
ト
が
つ
な
が
る

よ
う
に
「
３
３
３
」
万
円
を
ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー
ル
の
目
標
に
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
励
み
に
な
り
ま
し
た
。 

 

  

 

達成 

御礼

 

応援メッセージ（抜粋） 

 

高岡市・光ヶ丘病院のファンです。ひかりプ 

ロジェクトは、こころを生き生きと照らす 

素晴らしい取組みだと思います。応援して

います。 

                 

慶應義塾大学 環境情報学部   

 准教授  藤井 進也 様 

リハビリテーションとは、再びその人らしく 

生きる権利を回復すること。そのリハビリの 

専門医が考える、地域に開かれた病院作り 

から生まれたリハビリファーム。こんな病院 

が自分の暮らす地域にあったら絶対に利用 

したい！そしてセラピストとしては絶対に働 

いてみたい！このプロジェクトを応援して 

います！ 

 

湘陽かしわ台病院   

作業療法士 木下 剛 様 

 

クラウドファンディングのページは 

左のＱＲコードから見られます。 

 

 

我々も同じ地域高齢者を支える仕事を 

している身として、リハビリファームは大 

変素晴らしい企画だと思います！細やか 

ですが応援させて頂きます！ 

高岡市 福祉用具ミライ 

                管理者 松野 哲英 様 

 

綺麗なお花をいつもありがとう。楽しみにしてい

るよ、頑張れ！        デイケア利用者 Ｓ様 

  

いつもありがとう。新鮮なものがなっていていい

な            デイケア利用者 Ｆ様 

車椅子でも高さが丁度よく、作業し易いです。    

デイケア利用者 Ｆ様 

ワークショップで食べた採れたて枝豆は、美味し 

   かったな。ファームは癒されます。 

デイケア利用者 Ｍ様 

 

畑で育った花を病室に飾っています。病室も心 

も鮮やかになって嬉しいです。  

介護医療院  Ｍ様 

 
リハビリファームは、お花が綺麗で、野菜がたく 

さんなっていて、楽しいよ。  託児所 Ｙちゃん 

 

 

      家族でワークショップに参加させて頂いていま 

す。居心地がよく安心して過ごすことができま 

す。カービングをしたり、ローゼルの収穫や焼 

き芋を作るなどファームならではの、遊びを堪 

能。気がつくと子ども同士で集まって、虫を捕 

まえたり木登りをしたりと、リハビリファームは 

年齢や職業を超えて、自然に交流ができる場 

だと思います。  富山市在住 看護師  Ｙ様 

 

 

      託児所の隣にリハビリファームができ、毎日子 

どもがのびのびと過ごせているようで、恵まれ 

た環境に感謝です。野菜の成長を見たり、水や 

り、バッタさんカエルさんたちとのふれあいを 

楽しんでいます。    託児所 Ｙちゃんのママ 

 

 

      リハビリファームのワークショップの他、美術や 

音楽のワークショップにも時々家族で参加さ 

せてもらっています。子ども同士はすぐに仲良 

くなり、家庭ではできない経験も盛り沢山で、 

毎回楽しみにしています。      

    高岡市在住 医師 Ｓ様 

 
病院の敷地内にこんなに居心地の良い場所が 

あるなんて。みんなが集いやすい空間、季節を 

感じる企画を考えていただきありがとうござ 

います！さらに笑顔が増えますように。 

                高岡市在住 ゆうちゃんファミリー 
 

 
病院という枠を超えて、安心して地域と繋が 

れる場所になる取り組み、素敵です！ただ収 

穫を目指すわけではなく、その過程も楽しめ 

て自然からも元気がもらえ、老若男女がイキイ 

キできるファームを応援しています。いつか子 

どもと遊びに行きたいです。 
                   湘南在住 りょうけんファミリー 
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６ 

 

 

 

 

リターン（返礼品）のご紹介 
高岡の食・工芸・歴史文化 

リハビリファームオリジナルの品々を揃えました。 

 

◆
リ
タ
ー
ン
ま
と
め 

 

県
外
の
方
へ
の
返
礼
品
の
一
番
人

気
は
「
ま
す
の
寿
司
」
。
越
中
万
葉

肉
や
、
高
岡
の
郷
土
料
理
を
味
わ
う

お
魚
の
セ
ッ
ト
も
人
気
で
し
た
。
市

内
の
方
は
、
名
入
れ
キ
ー
リ
ン
グ
が

多
く
、
県
外
の
方
も
「
可
愛
い
」
と

申
し
込
み
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
の
土
で
育
て
た
エ

デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
、
高
岡
の
歴
史

を
紐
解
く
街
歩
き
、
能
作
の
箸
置

き
、
錫
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
制
作
体

験
は
、
県
外
の
方
に
も
高
岡
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
、
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー

ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
、
未

来
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
「
Ｋ
Ｏ

Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
」
ブ
ラ
ン
ド

の
野
菜
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
そ
し
て
農

体
験
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
む
リ
ハ
ビ
リ

フ
ァ
ー
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
た
く

さ
ん
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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７ 

 

ク
リ
ス
マ
ス
の
日 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は 

終
了
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

 
高
岡
市
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
『
病
院
発
・
み
ん
な
の
畑
「
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー

ム
」
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
！
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
１
２
月
２
５
日
に
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
愛
の
応
援
お
か
げ
で
、
支
援
金
が
３
２
４
万

９
千
円
、
支
援
者
１
５
０
人
（
４
０
６
％
）
に
到
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
支
援
・
拡
散
・
応
援

し
て
下
さ
っ
た
、
全
て
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て
、
高
岡
市
に
限
ら
ず
、
全
国
の
多
く
の

皆
様
に
私
た
ち
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
愛
の
応
援
を
い
た
だ
け
た
こ

と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
、
た
く
さ
ん
の
愛
の
応
援
を
最
大
限
に

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
の
畑
「
リ
ハ
ビ
リ

フ
ァ
ー
ム
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

す
。 

高
岡
市
で
は
、 

１
２
月
２
３
日
か
ら 

の
大
雪
で
５
２
セ
ン 

チ
の
積
雪
を
記
録
し 

ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ 

フ
ァ
ー
ム
に
植
え
ら 

れ
て
い
る
冬
野
菜
を 

見
に
行
く
と
、 

か
ぶ
（
富
山
カ
ブ
） 

葉
菜
類
（
小
松
菜
、
水
菜
、
ケ
ー
ル
、
）
紫

キ
ャ
ベ
ツ
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
、
雪
が
積
も
っ
た
後
も
し
っ
か
り
育
っ
て

い
ま
し
た
。
雪
の
下
に
な
っ
た
野
菜
は
、
寒

さ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
水
分
を
減
ら
し
て

糖
度
を
上
げ
る
た
め
、
甘
み
が
増
し
て
栄
養

価
も
高
く
な
り
、
美
味
し
く
な
り
ま
す
。
野

菜
は
た
く
ま
し
い
で
す
ね
。
昨
年
、
「
リ
ハ

ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
野
菜
の
定
植
や
収
穫

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ

プ
を
企
画
し
ま
し
た
。 

 

 

冬
、た
く
ま
し
い
野
菜
た
ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２
０
２
２
年 

秋
・
冬 

リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
の
活
動
記
録 

 

 

ロ
ー
ゼ
ル
の
収
穫 

 
大
豆
の
収
穫
＆
焚
火

パ
ン
を
作
ろ
う 

（
１
１
月
２
７
日
） 

焚火で焼き芋作

り。新米と茹でた

枝豆食べました。 

 

ハロウィンカービングに挑戦しました。 

 

 

収
穫
祭
～
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
を
楽
し
も
う 

 

（
１
０
月
２
３
日
） 

 

秋冬野菜の定植（９月１０日） 

ミズナ・スイスチャード・サンチュ・コールラ

ビ・紫キャベツ・芽キャベツ・紫カリフラワ

ー・スティックセニョール・カリッコリー 

・カリフラワー・プチベール 

 

 

テントサウナ 

 
大豆の収穫 

 

 

焚

火
パ
ン
と
野

菜 

ス
ー
プ
は
大
人
気 
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医
・
農
・
食
の
モ
デ
ル
「
リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ―

ム
」

を
光
ヶ
丘
モ
デ
ル
と
し
て
発
信
す
る 

 

 

３ 

地
域
で
取
り
組
む 

「
農
と
食
の
モ
デ
ル
」
を
作
る
。 

安
心
安
全
な
居
心
地
の
良
い
場
所
と 

 

安
心
安
全
な
食
の
提
供
で
、
魅
力
的
な 

街
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る 

 

１ 

み
ん
な
が
繋
が
る 

居
場
所
に
な
る
。 

み
ん
な(

＝
患
者
さ
ん
・家
族
・職
員
・ 

地
域
住
民) 

が
障
が
い
の
あ
る
な
し
等

様
々
な
身
体
状
態
に
関
わ
ら
ず
、 

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
ん
で 

「
農
」に
関
わ
れ
る
「
み
ん
な
の
畑
」 

 

２ 

み
ん
な
が
心
身
と
も
元
気
に
な
る 

場
所
に
な
る
。 

野
菜
や
ハ
ー
ブ
や
果
樹
な
ど
の
、
花
の

色
、
香
り
、
味
な
ど
で
五
感
を
刺
激

し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
・
認
知
症
予
防
・ 

体
力
向
上
な
ど
の
心
身
の
健
康
に
役

立
ち
、
ガ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
、
癒
さ
れ

て
楽
し
め
る
場
所 

 

 

み
ん
な
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
る 

農
を
通
じ
て
、
農
で
学
び
、
農
で
遊
ぶ 

心
も
体
も
元
気
に
な
っ
て
癒
さ
れ
る 

憩
い
の
場
、
愛
さ
れ
る
フ
ァ
ー
ム
を 

目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

レイズドベッド農法 

  

 

(メリット１）地面より高さがあることで・・・ 

車いすの方や杖を使っている方、膝や腰の痛い方など、

様々な身体条件の方でも、作業ができる 

（メリット 2)土壌が悪い場所でも設置可能 

木材を使って、地面の上に枠を作り、土を高めに盛り上げた 

場所で野菜や植物を育てる栽培方法。 

 

NO-DIG 農法 

病院からでた段ボールを敷き、「リハビリフ

ァームの土」（木材樹皮、伐採木、刈草を破

砕精選、植物性残渣、鶏糞を混合し微生物と

酵素の化学により熟成した土）をおいて、そ

の上で野菜栽培を行う、環境再生型農業。 

  

（メリット１） 

農業に適さない土地でも利用可能。耕さないの

で、労力も少ない 

(メリット 2) 

簡単に調達可能な廃材の段ボールを再利用し、

環境にも優しい（環境再生型） 

（メリット 3） 

微生物が増え、土壌が豊かになり、さらに雑草

対策もできる。 

自然栽培 
子どもから高齢者まで、さまざまな方 

が利用するにあたり、農薬など危険物 

は用いない、安心安全な方法で栽培を 

行うことが必要。 

  

コンパニオンプランツ 

香りによって害虫を防ぐ、害虫をおびき寄せる、土壌改良や連作を可

能にする、病気を防ぐなど効果は様々である。生育がよくなる、風味

や味がよくなるといった作用がある。相性のよい植物を組み合わせる

ことで、無農薬栽培が可能になる。 

リハビリファームの土 

半年から１年かけて熟成発酵しているので、土壌に微生物が多い。土壌改良する必要がなく、連作障害が起き

ず、追加するだけでずっと使える安心で安全な土。 
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９ 

 

  

 
  

 

 

  

2022/3/4 何もなかった 

空き地からドラマは始まった 

土を掘る 

レイズドベッドが作られ、土が入れられた。 
NO-DIGエリアが完成 

2022/5/15 リハビリファーム完成 

 

 

野菜の苗を定植 

  

ご家族と患者さんが一緒に過ごす居場所に 
  

屋外歩行訓練・リハビリを行う場所に 

 

入院中でも、介護施設に通所していても 

自然の季節が感じられる癒しの居場所に  

 

 

  

託児所や職員・地域の子どもたちの 

遊び場に 

 

  

子どもから高齢者まで地域住民の憩いの場に 

 

職員同士や患者さんとの交流と憩いの場に 

 

家族教室・クッキング教室

の開催場所に 

 

リハビリファームの 

未来 

これからの新しい 

リハビリファームは 

どんな姿になるのか・・ 

 



 

ろろろろめるるるね 
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【メ
デ
ィ
ア
掲
載
一
覧
】

 
  

「リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム 

畑
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」： 

リ
ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
・
富
山
新
聞
朝
刊 

２
０
２
２
年
１
１
月
２
８
日 

「臨
床
美
術
合
同
作
品
展
」：
臨
床
美
術
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
富
山
新
聞

朝
刊 

２
０
２
２
年
１
２
月
２
７
日 

 

【編
集
後
記
】

 
 

「
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
通
信
」
の
新

春
号
を
発
行
致
し
ま
し
た
。
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
よ
う
な
ク
ラ
フ
ァ
ン
挑
戦
期
間

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
３
月
に
は
、
い
よ
い
よ
リ
フ

ァ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
の
拡
充
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
レ
イ
ズ
ド
ベ
ッ
ド
が
６
基
増
え
、

さ
ら
に
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
で
き
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
４
月
に
は
、
桜
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

も
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
応
募
作
品
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
協
賛
各
社
か
ら
豪
華

賞
品
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ひ
か
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
と
つ
な
が
り
、
地
域
に
開
い
た
魅
力
あ

る
病
院
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
企

画
・
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

編
集
責
任
者 

 

新
藤 

悠
子 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

滝
田 
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医
療
法
人
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紫
蘭
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紫蘭会光ヶ丘チャンネル 

 
医療法人 光ヶ丘病院 

 

ＳＮＳで最新の情報を 

お知らせしています。 

 

 

リハビリファーム情報 

 

 

リハビリファーム チーム 

 

 

親子クッキング  

     バレンタインのためのお菓子作り  

〜パティシェにならうパリの味  

2月 11日 (土)  10：15-13:00 （受付 10：00〜） 

コドモとオヤのコミュニティ広場「ippo」 3,000円/1組 
 バスクチーズケーキ（１５㎝）1個、クッキー作り 10枚  

クッキー作り 10枚 

2023年 年間スケジュール（抜粋）      
※予定は変更することもあります。 

 

1/14(土) 子ども臨床美術 ＠託児所ひまわり→(済) 

2/11(土) 親子クッキング ＠コドモとオヤのコミュ

ニティ広場 ippo→申し込み受付中（詳細は以下） 

2/25(土) 子ども臨床美術 ＠託児所ひまわり 

3/11(土) 子ども臨床美術 ＠託児所ひまわり 

3/21-23 レイズドベッド増設工事 

3/25(土)、26(日) クラファン限定 WS＠リハビリファ

ーム (春野菜植付け＆ BBQ ＆ サウナ) 

4/9(日) さくら祭り・写真コンテスト表彰式 ＠デイ

ケア光ヶ丘・リハビリファーム 

5/6(土) 子ども臨床美術＠託児所ひまわり ※以降毎

月 1 回程度施行予定 

5/14(日) WS＠リハビリファーム (夏野菜定植＆ミ

ニ水田＆ビオトープ&ドレッシング作り)  

6/17(土) 大人クッキング WS「梅仕事」＠場所未定 

7/16(日) WS＠リハビリファーム（コンポスト作り

＆ローゼル定植&ラタトゥイユ作り） 

9 月後半 音楽フェスティバル（予定） 

10/8(日)  WS＠リハビリファーム（冬野菜定植＆芋

堀り＆新米かまど飯と焚き火カレー） 

11/12(日) WS＠リハビリファーム（大豆で、きな粉

作り＆テントサウナ＆焚き火パン・スープ＆焼き芋） 
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